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１．はじめに
わが国においてエネルギー環境問題が重要であること

はいうまでもない。エネルギー環境問題が理科教育にお

ける環境の分野や総合的な学習の時間においてもよく取

り上げられている。

新学習指導要領においては，改定の趣旨として教育基

本法改正等で明確になった教育理念を踏まえ，「生きる

力」の育成が掲げられ，特に知識・技能の習得と思考力・

判断力・表現力等の育成のバランスを重視することが謳

われている。

また，総合的な学習の時間については，創設当初の趣

旨でも「生きる力」が全人的な力であるということを踏

まえると，横断的・総合的な指導をいっそう推進し得る

ような新たな手立てとして重要視されている。新学習指

導要領において，実施時間数の減少が見られる学校種が

あるものの，総合的な学習の時間の趣旨等について総則

から取り出し新たな章立てで扱われており一層の推進が

図られている。その中で，社会教育施設との連携・活用

やグループ学習などの学習形態といった，様々な具体的

な内容の取り扱いについての配慮事項もふれられてい

る。

環境教育の側面から見ると，環境教育資料（2007）

では，育成すべき能力・態度として７つあげられている

（表１）。これらの能力・態度から理科教育および総合的

な学習の時間でも重要視されている探究的な学習が求め

られていることがわかる。

表１　環境教育で育成すべき能力と態度

そこで，本拙論では平成20年度に実施した総合的な

学習の時間の実践をエネルギー環境教育の一事例として

紹介するとともに上述した観点で実践を見直すことで問

題点の洗い出しを行った。

２．実践の目的・方法
実践を行った高等学校がある佐賀県におけるエネルギ

ー環境に関する問題として，平成16年４月に発表され
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た「玄海原子力発電所において平成22年までの実施を

目標としたプルサーマル計画」が存在した。そのため，

エネルギー環境に対する興味・関心があると考え，総合

的な学習の時間において「エネルギーと環境」というテ

ーマで学習を展開することとした。

本実践の目的はエネルギー環境に関する基礎的な知識

を得るとともに責任ある行動がとれる態度を育成するこ

ととした。責任ある行動として情報発信を最終的に行い，

その中で表現力の育成に焦点をあてた。そのため，表現

力の育成の方法として，ワークシートを作成し，表現力

を高める視点を明確化し，相互で評価し合うことで改善

点を洗い出させた。表現力を高める視点をもって社会教

育施設を見学させ，その施設における工夫点を考えさせ

ることとした。さらにプレゼンテーションソフトの活用・

インターネットを用いた情報収集なども行うことで表現

力を高めることができると考えた。以下がその具体であ

る。

〔事前指導〕

まず，教員より総合的な学習のテーマ設定についてプ

ルサーマル計画に関する情報を交えながら説明を行い，

予備的知識を与えるため高校生向けエネルギー環境教育

用ビデオ「ガイアファイル～映像で見るエネルギーと環

境～」を視聴させた。その後，ビデオの内容から興味・

関心が合った事項より個人の研究課題の設定を行わせ

た。

〔グループ活動①〕

事前指導において設定した個人の研究課題で近い課題

のグループをつくり，図書館やＰＣ教室を活用し，情報

収集を行わせ，中間発表の準備を行った。

〔中間発表〕

各グループでプレゼンテーションソフトを活用した発

表を行い，相互に評価した。評価した結果を集計し，発

表した。

〔社会教育施設の活用〕

中間発表で指摘され明確化したそれぞれのグループの

観点で玄海エネルギーパークの見学を行った。玄海エネ

ルギーパークは昭和48年に建設された展示館を平成12

年にリニューアルしたエネルギー環境教育を目的とした

施設である。平成13年には発電の余熱を利用した観賞

用温室も併設し開館した。原子力発電の原理から様々な

エネルギー環境に関する事項についてパネル展示や体験

型の学習が可能であった。また，ガイドによる解説も行

われた。

〔グループ活動②〕

玄海エネルギーパークや図書館，ＰＣ教室を活用して

得た知識を総合し，グループ内で意見をまとめながら，

一枚の模造紙に内容をまとめた。

〔最終発表〕

実践を行った学校の文化祭において各グループの発表

を展示し，社会への情報発信の場をつくった。

なお，本実践の流れを表２に示す。

表２　本実践の流れ

３．実践の総括
各グループが設定した研究課題を表３に示す。２Ａは

文系クラス，２Ｂ，２Ｃは理系クラス，５Ａは文系と理

系の混合クラスである。研究課題において文理別での大

きな違いはないが内容を見ると文系では環境問題として

とらえているものが多く，理系では原子力発電などの原

理・仕組みに関するものが多く見られた。

中間発表の設定の効果については，周囲の努力を感じ

ることで意欲に高まりが見られ，評価し合うことで改善

点が明確になったようである。図１に中間発表の様子を

示している。プレゼンテーションソフトを活用すること

自体がなく，プレゼンテーションを作成することが楽し

く学べたようである。また，その出来栄えにも大きな差

があることで明確に表現力の差を感じ取れたようであ

る。

作成したワークシートについては，中間発表の評価表
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においては各グループの発表を５段階で評価しその観点

として「準備が良くできているか？題目は内容を的確に

示しているか？発表者の声の大きさ，内容は充実してい

るか」と明記した。また，玄海エネルギーパークの見学

の際に使用したワークシートを図２に示す。このワーク

シートでは展示内容について記録するとともに展示の仕

方や工夫点について記録する欄を設けることで表現力の

育成を試みている。

社会教育施設の見学の効果については上述した表現力

の育成を意図したワークシートの効果もあり，ガイドに

よる解説を受けることで多くの情報をあたまに入れてお

くなど入念な準備が必要であることや展示物の見せる工

夫について多くの記録が見られた。また，学外での見学

で新たな情報を獲得することはよい刺激になったようで

ある。

最終発表の様子を図３に示す。最終発表において責任

ある行動として情報発信できたことは大きな成果であっ

たと考えられる。

４．おわりに
表１で示した環境教育で育成すべき能力・態度で本実

践を見てみると，推論する力に関連する内容・活動は少

ないかもしれないが，網羅できていると考えられる。

次に新学習指導要領でも指摘されている総合的な学習

表３　各グループが設定した研究課題
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の時間における内容の取り扱いについての配慮事項につ

いて見てみると，教師の働きかけ，体験活動，社会教育

施設の活用および見学，グループ学習の導入などすべて

の配慮事項についてふれることができていると考えられ

る。また，そのことにより，教育的な目標や習得すべき

能力や態度も明確化することができたと考える。

また，高等学校学習指導要領解説では育てようとする

資質や能力，態度を示すことがあげられている。このこ

とは今回の実践でも表現力の育成を示すことで，小学校

や中学校においても玄海エネルギーパークを取り扱った

としても，意味ある学習活動になると考えられる。さら

に興味・関心がある内容を取り扱う面でも文系・理系の

別に関わらず取り組ませることが可能であったように感

じられた。

最後に今回の高等学校における総合的な学習の時間の

実践においても学習者は大きな成果が得られたと考え

る。高等学校において総合的な学習の時間の本質的な実

践をこれから増やしていくということを考えていくと本

報告のような実践事例がさらに必要であること，また，

特に大学進学を目標とした高等学校においては実践した

成果を大学側が評価するなど，総合的な学習の時間を推

進するような土壌作りが必要であると考える。
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図１　中間発表の様子
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図３　最終発表の例

図２　作成したワークシートの一例
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